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「人間らしく生きる―憲法9条と25条」
宮崎で「九条の会」第６回セミナーに１６００人
【宮崎県国公発】「九条の会」主催による憲法セミナーが７月１２日（土）、宮崎市民文化ホールにおいて開催され、約１６００名が参加し、県国公の仲間も約50人が参加しました。セミナーが九州で開かれたのは初めてです。
■大江・暉峻・湯浅氏が「平和と生存権」重ねて訴える
　今回で６回目の憲法セミナーは、「みやざき九条の会」代表世話役人の藤原宏志氏（元宮崎大学長）の開会あいさつで始まり、ノーベル文学賞受賞作家の大江健三郎氏（九条の会呼びかけ人）、暉峻淑子氏（埼玉大学名誉教授）、湯浅誠氏（ＮＰＯ法人自立生活サポートセンター・もやい事務局長）の３人が「人間らしく生きる」をテーマに講演しました。
  大江健三郎氏は、沖縄戦での政府・軍部を批判したルポタージュ「沖縄ノート」の内容が２００５年に名誉毀損で訴えられたと問題提起。今年３月の東京地裁判決で勝訴となったことを踏まえて、「軍命による集団自決」を「国家に殉職した美しい日本人」などと間違っても呼ぶことのない健全な平和社会が必要であり、憲法九条を変えないことが重要だと講演しました。
　暉峻淑子氏は、「戦後６０年経過したが、この間、日本人が戦争の犠牲にならなかったのは、まぎれもなく憲法九条のおかげである」と強調。しかし、社会情勢は「不穏な戦争への流れ」が強く感じられる、憲法九条を今こそ守る必要があると述べました。
また、現在、全国４７都道府県に「九条の会」が組織され、市町村を基礎単位とする地域・職場等の「会」は７０００を超えていることを紹介し、「この会を学校校区単位まで拡げていき、宮崎の地でも改悪の流れを押しととどめて欲しい」と力強く訴えました。
■日本とアメリカの貧困問題の実態を、生存権から鋭く解説
　湯浅誠氏は、憲法２５条の生存権に関連して、ネットカフェ難民の問題や生活保護など貧困問題について、国の社会的使命の責任追及が重要だと述べました。
平和問題では、イラク戦争は「使い捨て米兵と罪もないイラク人に対する殺戮」であり、イラク派兵の実態は「大学の月謝を払うための軍隊入隊」「アメリカにおける貧困という名の実質的な徴兵制度」であることを人間の生存権から鋭く解説しました。また、今年５月の「９条世界会議」に参加するために広島から千葉まで２ヶ月半かけて、貧困と反戦を訴えながら歩き通したイラク帰還米兵のＡ．ウールソン君のことも紹介しました。　　　　　

（宮崎県国公議長から投稿）
　
■ 憲法改悪反対共同センターHPが面白い情報　http://www.kyodo-center.jp/
◆自衛隊のイラク派兵差止等請求控訴事件の名古屋高裁違憲判決(全文)を「憲法をめぐる主な動き」に掲載
　判決は、航空自衛隊の給油活動が、現時点においてもイラク特措法および憲法9条1項に違反することを具体的かつ綿密に検討して違憲性・違法性を明確に認定していること、憲法前文の平和的生存権について、現代において憲法の保障する基本的人権が平和の基盤なしには存立し得ないことからして、全ての基本的人権の基礎にあってその共有を可能ならしめる基底的権利であるとし、具体的権利性があると指摘していることなど、画期的・歴史的な判決となっています。
　

◆講演録 「イラク派兵違憲4.17名古屋高裁判決の意義」 (小林武・愛知大学教授)
小林武・愛知大学教授が、5月27日に開らかれた「自衛隊海外派兵と武力行使のための『恒久法』提出阻止をめざす各界懇談会」(安保破棄中央実行委員会と憲法会議の呼びかけ)で行った講演を憲法改悪反対共同センターのＨＰ「憲法を知ろう」へ一挙掲載しました。
◆明治大学教授・山田朗さんの講演録　「名古屋高裁イラク派兵違憲判決の意義」
 明治大学教授・山田朗さんが、６月１３日（金）の「映画人九条の会」の集いで行った講演を「憲法を知ろう」の「講演・論文」に掲載しました。
山田教授は、イラク派兵取り消し訴訟の名古屋高裁での最後の証言を1月31日に行い、違憲判決を勝ち取る上で大きな役割を発揮しました。その証言要旨も資料として添付しました。
◆自由法曹団が「自衛隊海外派兵恒久法に反対する意見書」を発表
自由法曹団が「自衛隊海外派兵恒久法に反対する意見書」を7月1日に発表し、政府・マ
スコミなど関係方面へ送付しました。意見書の全文を「憲法をめぐる主な動き」に掲載し
ましたので、意見書では、自衛隊海外派兵恒久法の検討内容・狙い・背景などについて全
面的かつ分析的に解明しており、今日において最適のテキストともなっています。
◆「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」報告書を一挙掲載
安倍前首相の肝いりで設置されていた「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」が、6月24日「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」報告書をまとめ福田首相へ提出しました。その全文を「憲法をめぐる主な動き」に掲載しました。
憲法学習会の紹介　
· 「東京司法九条の会」高遠菜穂子さん講演会

「命に国境はない　～イラクで非暴力は実現するか？～」
日　時　７月１８日（金）18：30～（開場18時）
場　所　日弁連・東京弁護士会講堂「クレオ」
主　催　東京司法九条の会
· 2008年憲法講座
①「日米同盟の新段階と日本国憲法」（元参議院議員・吉岡吉典氏）

②「今日の政治情勢の特徴と改憲運動」（一橋大学教授・渡辺治氏）、③「臨時国会をめぐる情勢」
日　時　８月３１日（日）13：00～17：00

場　所　明治大学　駿河台キャンパス・リバティホール

主　催　憲法会議、東京憲法会議、千葉県憲法会議、神奈川憲法会議、埼玉憲法会議
参加費　資料代として1000円（学生500円）
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください
以　上
国公労連速報
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